
石戸尋常小学校5年生の日記：毎日川で遊んでいた子どもの目にも帆掛け船
は印象的なものだったようです。明治40（1907）年頃の日記です。
［北本市教育委員会蔵］

隅田川を行く帆掛け船（絵はがき）：明治41（1908）年の写真。荒川
を下った船は、やがて隅田川に入り各河岸を目指しました。高尾河岸
に出入りしていた帆掛け船もきっとこのような姿だったのでしょう。
［田島和生家蔵］

きっと、もっと、きたもとが好きになる 旬な話題をお届け！ 特集面
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特集 ●高尾河岸と舟運

高
尾
河
岸

と
舟
運

た
か
お
が
し 

と

し
ゅ
う
う
ん

江
戸
時
代
か
ら
明
治
時
代
中
期
頃
ま
で
、北
本
で
一
番
賑
や
か
な
と
こ
ろ
は
高
尾
河
岸
で
し
た
。

人
の
往
来
で
賑
わ
っ
た
の
が
中
山
道
だ
と
す
れ
ば
、高
尾
は
舟
運
の
物
流
に
関
わ
る
人
た
ち
で

活
気
に
満
ち
た
場
所
で
し
た
。今
回
は
そ
の
よ
う
な
高
尾
河
岸
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

今から320年ほど前に描かれた絵図面の一部で
す。「高尾渡シ かし」と書かれています。中央縦
に太く描かれているのが荒川左岸のラインで
す。阿弥陀堂の位置を参考にすると、現在の道
と比べてみることができそうです。
［元禄９（169６）年秣場絵図 北本市教育委員会蔵］

河岸（かし）は、水陸の交通が交わるところ
に生まれた荷物輸送の拠点です。船着き場
があるだけでは河岸とはいいません。流通に
関わる人々が町を形成している場所を河岸
といいます。元々は、領主が年貢輸送のため
に整備したものでしたが、やがて一般の荷物
も扱うようになっていきました。

　高
尾
河
岸
の
歴
史
は
古
く
、
元
禄

３（
１
６
９
０
）年
に
は
近
隣
の
村
々

の
年
貢
米
を
積
み
出
す
幕
府
公
認
の

河
岸
と
し
て
記
録
に
登
場
し
ま
す
。

高
尾
よ
り
上
流
に
も
河
岸
は
あ
り
ま

し
た
が
、
大
型
の
船
が
航
行
で
き
た

の
は
高
尾
河
岸
ま
で
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
昔
の
荒
川
は
曲
が
り
く
ね
っ

て
い
た
の
で
、
流
れ
は
緩
や
か
で
水

量
が
豊
富
で
し
た
。

　舟
運
は
、
陸
運
よ
り
重
い
荷
物
の

輸
送
に
適
し
て
い
た
の
で
す
。
高
尾

河
岸
に
出
入
り
す
る
船
は
、
現
在
の

鴻
巣
・
桶
川
・
菖
蒲
・
騎
西
な
ど
の

商
店
と
、
浅
草
・
柳
橋
・
小
伝
馬
町
・

本
所
・
神
田
明
神
下
・
茅
場
町
・
八

丁
堀
な
ど
の
商
店
の
荷
物
を
運
ん
で

い
ま
し
た
。
何
と
な
く
時
代
劇
に
出

て
く
る
地
名
を
見
て
い
る
よ
う
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

　かつて船問屋を営んでいた田島家には、長
さ約14メートルの帆柱が残っています。この
帆柱を立てた船は、どれほどの大きさだった
のでしょう。田島家には、いかり、もやい綱、
舟運関係の書付けのほか、年貢など公の荷物
を積むときに掲げた「御用」、「官許」と記され
た旗も大切に保存されています。

船問屋に残る舟運のあかし

高尾河岸場跡（平成３年）

絵図に描かれた高尾河岸
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特集 ●

昭和62（1987）年、土中から見つかり、
河岸組の有志が現在地に再建した。元
はもう少し坂を上った場所にあった。
「東かふのす道　西よしみ道」と彫られ
ている。

高尾河岸と舟運

　江
戸
時
代
の
高
尾
河
岸
周
辺
に
は

複
数
の
船
問
屋
が
あ
り
、
船
頭
、
船

大
工
、
馬
方
、
荷
揚
げ
人
な
ど
舟
運

に
関
わ
る
人
た
ち
が
住
ん
で
い
ま
し

た
。
ま
た
、
そ
れ
ら
の
生
活
を
支
え

る
大
工
、
煙
草
屋
、
小
間
物
屋
、
う

ど
ん
屋
、
料
理
屋
、
風
呂
屋
、
旅
館

な
ど
70
戸
ほ
ど
の
家
が
あ
り
、
小
さ

な
町
を
形
作
っ
て
い
ま
し
た
。

　船
問
屋
と
は
聞
き
な
れ
な
い
言
葉

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
船
問
屋
は
、
輸

送
を
請
け
負
っ
た
荷
物
の
梱
包
を
点

検
し
、
荷
受
帳
に
書
き
込
み
、
船
賃

を
受
け
取
り
、
間
違
い
な
く
先
方
に

届
け
る
た
め
の
手
続
き
を
す
る
の
が

仕
事
で
し
た
。
船
が
出
る
ま
で
荷
物

を
保
管
す
る
蔵
を
所
有
し
、
倉
庫
業

も
営
み
ま
す
。
町
全
体
の
ま
と
め
役

で
も
あ
り
ま
し
た
。

　船
頭
は
、
船
を
操

る
の
は
も
ち
ろ
ん
、

船
に
積
ま
れ
た
荷
物

に
対
す
る
全
責
任
を

負
い
ま
す
。
河
岸
と

お
客
の
間
を
、
馬
の

背
や
馬
車
で
荷
物
を

運
ん
だ
の
が
馬
方
や

馬
力
屋
で
す
。
人
力

で
荷
車
輸
送
を
し
た

人
も
い
た
で
し
ょ

う
。
そ
の
よ
う
な

人
々
の
衣
食
住
の
す
べ
て
が
高
尾
河

岸
周
辺
で
事
足
り
て
い
た
の
で
す
。

　高
尾
河
岸
へ
通
じ
る
メ
イ
ン
ル
ー

ト
は
、
現
在
の
高
尾
橋
へ
通
じ
る
急

坂
よ
り
二
本
南
側
の
緩
い
坂
道
で
し

た
。
高
尾
河
岸
を
出
た
荷
車
は
、
緩

い
上
り
坂
に
向
か
い
ま
す
。
道
は
直

角
に
左
に
折
れ
、
河
岸
稲
荷
に
出
ま

す（
左
図
イ
か
ら
オ
へ
向
か
う
ル
ー

ト
）。
そ
こ
を
右
に
曲
が
る
と
坂
は

勾
配
を
増
し
ま
す
。
荷
物
を
積
ん
で

上
る
の
は
大
変
だ
っ
た
と
思
わ
れ
ま

す
。　鴻

巣
宿
に
近
か
っ
た
こ
と
も
高
尾

河
岸
が
賑
わ
っ
た
大
き
な
要
因
で

す
。
鴻
巣
と
江
戸
の
店
を
行
き
来
す

る
荷
物
の
量
は
か
な
り
の
も
の
で
し

た
。
高
尾
河
岸
は
中
山
道
と
江
戸
の

河
岸
を
つ
な
ぐ
ポ
イ
ン
ト
だ
っ
た
の

で
す
。

　船
積
み
す
る
荷
物
を
運
び
こ
ん
だ

り
、
荷
揚
げ
さ
れ
た
荷
物
を
運
び
出

し
た
り
す
る
に
は
、
多
く
の
人
手
が

必
要
で
し
た
。
高
尾
河
岸
に
行
け
ば

何
か
し
ら
仕
事
が
あ
っ
た
の
で
、
多

く
の
人
々
が
集
ま
っ
て
来
た
の
で

す
。
仕
事
で
も
生
活
用
品
で
も
何
で

も
そ
ろ
う
場
所
で
し
た
。
「
し
ょ
う

が
な
か
っ
た
ら
高
尾
へ
行
け
」
「
塩

が
な
か
っ
た
ら
高
尾
へ
行
け
」
と
言

わ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。

しょうがなかったら高尾へ行け

高尾河岸周辺復元図（明治時代中期頃）
※田島和治氏の調査資料に基づいた復元図をイラスト地図化

「荒川には河童がいる」という話は、高尾の人たちの間に広く
伝わっていました。７匹いて、それぞれに名前があったといい
ます。明治36（1903）年生まれの新井宇一郎さんが言いました。
「１匹はドウジンのヒコベエ、もう１匹はクメのマンダラ…あ
とは覚えてねえ」と。昭和50（1975）年頃に聞いた話です。

荒川には7匹の河童がいた！？

コラム Column

観音堂（妙音寺）

船で輸送されていた品物

阿弥陀堂

享保12年銘。現在はレプリカ。
（右面）これより石と舟とミち
（正面）西【たかお】舟とみち　北【かう】の【す】ミち

これより石と舟とミち

道標

宝珠を転がし、子狐と遊ぶ一対の狐。水
盤には、「願主 高尾村田島此右衛門 川
岸組氏子中」と彫られている。

珍しい鐘楼を構えるお堂。
境内には、エドヒガン（市指定天然記念物）のほ
か、多くの文化財がある。

河岸稲荷

■慶応３（1867）年　［江戸 → 高尾河岸］

赤穂塩、氷砂糖、魚介類、スルメ、鰹節、薩摩節、皮鯨、海藻、新酒樽、
味琳（みりん）、紀州梅、梅干し、白玉粉、椎茸、瀬戸物、木綿、火鉢鉄瓶、
大桶、吉野大楠、半紙、空き樽、畳表、釘、煙草、蝋燭（ろうそく）、紀州傘、
砂、火打石、竿石、腸樽（わただる）

■明治８（1875）年　［高尾河岸 → 東京］

新米、古米、餅米、大麦、小豆、大豆、えんどう豆、そら豆、胡麻水、酒粕、
種粕、葉粕、杉板、薪、桐木、箪笥（たんす）
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現在の荒川

高尾河岸へ通じるメインルートの今の様子

河岸周辺に住んだ人々は、近所付き合い
をする範囲を河岸組と呼ぶ。この水神は
今も河岸組の人たちがお祀りしている。

水神
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阿弥陀堂

荒
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高尾橋

高尾河岸周辺の現在の地図
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る
の
は
も
ち
ろ
ん
、

船
に
積
ま
れ
た
荷
物

に
対
す
る
全
責
任
を

負
い
ま
す
。
河
岸
と

お
客
の
間
を
、
馬
の

背
や
馬
車
で
荷
物
を

運
ん
だ
の
が
馬
方
や

馬
力
屋
で
す
。
人
力

で
荷
車
輸
送
を
し
た

人
も
い
た
で
し
ょ

う
。
そ
の
よ
う
な

人
々
の
衣
食
住
の
す
べ
て
が
高
尾
河

岸
周
辺
で
事
足
り
て
い
た
の
で
す
。

　高
尾
河
岸
へ
通
じ
る
メ
イ
ン
ル
ー

ト
は
、
現
在
の
高
尾
橋
へ
通
じ
る
急

坂
よ
り
二
本
南
側
の
緩
い
坂
道
で
し

た
。
高
尾
河
岸
を
出
た
荷
車
は
、
緩

い
上
り
坂
に
向
か
い
ま
す
。
道
は
直

角
に
左
に
折
れ
、
河
岸
稲
荷
に
出
ま

す（
左
図
イ
か
ら
オ
へ
向
か
う
ル
ー

ト
）。
そ
こ
を
右
に
曲
が
る
と
坂
は

勾
配
を
増
し
ま
す
。
荷
物
を
積
ん
で

上
る
の
は
大
変
だ
っ
た
と
思
わ
れ
ま

す
。　鴻

巣
宿
に
近
か
っ
た
こ
と
も
高
尾

河
岸
が
賑
わ
っ
た
大
き
な
要
因
で

す
。
鴻
巣
と
江
戸
の
店
を
行
き
来
す

る
荷
物
の
量
は
か
な
り
の
も
の
で
し

た
。
高
尾
河
岸
は
中
山
道
と
江
戸
の

河
岸
を
つ
な
ぐ
ポ
イ
ン
ト
だ
っ
た
の

で
す
。

　船
積
み
す
る
荷
物
を
運
び
こ
ん
だ

り
、
荷
揚
げ
さ
れ
た
荷
物
を
運
び
出

し
た
り
す
る
に
は
、
多
く
の
人
手
が

必
要
で
し
た
。
高
尾
河
岸
に
行
け
ば

何
か
し
ら
仕
事
が
あ
っ
た
の
で
、
多

く
の
人
々
が
集
ま
っ
て
来
た
の
で

す
。
仕
事
で
も
生
活
用
品
で
も
何
で

も
そ
ろ
う
場
所
で
し
た
。
「
し
ょ
う

が
な
か
っ
た
ら
高
尾
へ
行
け
」
「
塩

が
な
か
っ
た
ら
高
尾
へ
行
け
」
と
言

わ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。

しょうがなかったら高尾へ行け

高尾河岸周辺復元図（明治時代中期頃）
※田島和治氏の調査資料に基づいた復元図をイラスト地図化

「荒川には河童がいる」という話は、高尾の人たちの間に広く
伝わっていました。７匹いて、それぞれに名前があったといい
ます。明治36（1903）年生まれの新井宇一郎さんが言いました。
「１匹はドウジンのヒコベエ、もう１匹はクメのマンダラ…あ
とは覚えてねえ」と。昭和50（1975）年頃に聞いた話です。

荒川には7匹の河童がいた！？

コラム Column

観音堂（妙音寺）

船で輸送されていた品物

阿弥陀堂

享保12年銘。現在はレプリカ。
（右面）これより石と舟とミち
（正面）西【たかお】舟とみち　北【かう】の【す】ミち

これより石と舟とミち

道標

宝珠を転がし、子狐と遊ぶ一対の狐。水
盤には、「願主 高尾村田島此右衛門 川
岸組氏子中」と彫られている。

珍しい鐘楼を構えるお堂。
境内には、エドヒガン（市指定天然記念物）のほ
か、多くの文化財がある。

河岸稲荷

■慶応３（1867）年　［江戸 → 高尾河岸］

赤穂塩、氷砂糖、魚介類、スルメ、鰹節、薩摩節、皮鯨、海藻、新酒樽、
味琳（みりん）、紀州梅、梅干し、白玉粉、椎茸、瀬戸物、木綿、火鉢鉄瓶、
大桶、吉野大楠、半紙、空き樽、畳表、釘、煙草、蝋燭（ろうそく）、紀州傘、
砂、火打石、竿石、腸樽（わただる）

■明治８（1875）年　［高尾河岸 → 東京］

新米、古米、餅米、大麦、小豆、大豆、えんどう豆、そら豆、胡麻水、酒粕、
種粕、葉粕、杉板、薪、桐木、箪笥（たんす）

小料理屋小料理屋

小料理屋小料理屋

綿屋綿屋紺屋紺屋

馬力運送馬力運送

馬力運送馬力運送

馬力運送馬力運送

馬力運送馬力運送荷上品小売店・
砂砂利問屋

荷上品小売店・
砂砂利問屋

船荷上場船荷上場 倉庫倉庫

高尾河岸高尾河岸

馬力運送馬力運送

白山様白山様

竹細工竹細工

鳶職鳶職

鳶職鳶職仲買仲買

渡し場渡し場
駄菓子商駄菓子商

曲物職曲物職

歯科医歯科医 医者医者
醤油醸造販売醤油醸造販売

八幡様八幡様

銭湯銭湯
家大工家大工

酒タバコ雑貨商酒タバコ雑貨商旅館兼農業旅館兼農業

船問屋船問屋

船問屋船問屋

米麦雑穀
肥料商

米麦雑穀
肥料商

阿弥陀堂阿弥陀堂

泉蔵院泉蔵院
シャクシ稲荷シャクシ稲荷

天王山天王山

庚申様庚申様

観音堂観音堂

川魚漁夫川魚漁夫

うどん屋
兼 質屋
うどん屋
兼 質屋

現在の荒川

高尾河岸へ通じるメインルートの今の様子

河岸周辺に住んだ人々は、近所付き合い
をする範囲を河岸組と呼ぶ。この水神は
今も河岸組の人たちがお祀りしている。

水神

高尾
２丁目

高尾氷川
神社入口

高尾
さくら公園

阿弥陀堂

荒

　川

高尾６丁目

妙音寺

５７

高尾橋

高尾河岸周辺の現在の地図

④ ③2016年8月１日発行 広報きたもと No.942

942_P27-31特集.indd   29 2016/07/19   18:30:30



きたもと掲示板への掲載
について
掲載を希望する広報きたもとの
発行前々月の25日までに、所定
の用紙にて企画課へお申し込み
ください。
問 企画課広報広聴担当
　（☎594-5505）

建設埼玉北足立地区本部青年部
親子木工教室

時８月20日（土）15:00開始
場子供公園　費 500円（参加費）
問建設埼玉北足立地区本部青年部
　（若海☎542-2548）
……………………………………………

CAC絵画研究会ワークショップ
静物画を描く（描写を深める）

時８月20日（土）9:00～17:00
場北本駅市民交流プラザ
対一般男女　定５人程度
費 1,000円（モチーフ代他）
持画材、イーゼル　他見学自由（無料）
問 CAC絵画研究会
　（西 080-3463-7649）
……………………………………………

アコースティックライヴ＠Kitamoto#28
ゲスト：松島よしお

時８月14日(日)13:00開演
　約２時間の演奏会
場深井６丁目「ヘイワールド施設内」
費入場無料
問 アコースティックライヴ＠Kitamoto
　(奥田 090-3503-7776）
……………………………………………

北本中央緑地観察会
植物や昆虫を描いてみよう！

時８月27日（土）10:00～12:00
場北本中央緑地南端踏切の西側
　（車の通れない踏切）　費無料
持飲み物、筆記具など
他親子連れ歓迎です！
問 NPO法人北本雑木林の会
　(白川☎593-0448)
……………………………………………

市民ハイキング
八ヶ岳・茶臼山と縞枯山（長野県）

時９月11日（日）6:00市役所集合
費 9,000円（参加費）
他旅行企画・実施：蒲桜観光
問 NPO法人さいたま山に親しむ会
　（上野 080-5061-6201）
……………………………………………

埼玉県立桶川高等学校吹奏楽部
第６回秋の演奏会

時９月17日（土）13:00開場、13:30開演
　（16:00終演予定）
場響の森桶川市民ホール
費 300円（入場料）
問埼玉県立桶川高等学校吹奏楽部
　（荒井☎048-728-4421）
……………………………………………

フラ・マーリエオハナの会員
時月２回金曜日
　フラダンス　　　19:00～20:00
　タヒチアンダンス20:00～21:00
場東部公民館
費月額各2,000円
問フラ・マーリエオハナ
　（龍前 090-1115-4246）
……………………………………………

クラッシュの会員
（ストレッチ・リズム体操）
時毎週第１～４火曜日10:00～12:00
場西部公民館
対中高年女性
費月額2,500円
問クラッシュ（宇田川☎593-3345）
……………………………………………

ピンクリボンフェスinきたもと
2016出演団体

時 10月29日（土）13:30～
場市庁舎ホール
内チャリティーコンサート出演希望者
　を募集します
費出演料無料
対市内の音楽・舞踊サークル
申 Eメール（pinkribbonkitamoto@gmail.
　com）で。
問ピンクリボンの会きたもと
　（草野 090-8805-2288）
……………………………………………

CAC絵画研究会
時第２・４土曜日9:00～12:00
場北本駅市民交流プラザ
対一般男女
費月額3,000円、入会金2,000円
他日時場所は変更あり。見学自由（無料）
問 CAC絵画研究会
　（西 080-3463-7649）
……………………………………………

きたもと

開 催

がんを予防して幸せに生きる
がんがあっても前向きに生きる

時８月27日（土）14:00～16:30
場文化センター
内・がんの早期発見・早期治療
　　（国立がん研究センター中央病院
　　内視鏡センター長）
　・がんの予防とがんの最新治療
　　（埼玉県立がんセンター病院長）
費無料　申事前申込み不要
問在宅療養を支える家族・市民の会
　（田村☎593-3883）
……………………………………………

行政書士会鴻巣支部
無料相談会

時８月27日（土）13:00～16:00
場文化センター　費無料
問行政書士会鴻巣支部
　（中野☎541-1459）
……………………………………………

第18回写真展
時９月１日（木）～４日（日）9:00～17:00
　（最終日は16:00まで）
場文化センター　費無料
問埼玉読売写真クラブ鴻巣北本支部
　（内藤☎591-8145）
……………………………………………

第13回サギ草と山野草展示会
時８月６日（土）9:00～16:00
　　　７日（日）9:00～15:30
場コミュニティセンター　費無料
問北本サギ草愛好会（力丸☎542-5860）
……………………………………………

１人で悩まないで！
ひきこもり・不登校・非行 親の会

時８月７日(日)13:30～15:30
場コミュニティセンター
費 100円(参加費)
問ひきこもり・不登校・非行　親の会
　（跡部 090-8021-9518）
……………………………………………

輪踊り（ひばりの曲）を
楽しみませんか？

時８月11日（木・祝）10:00～11:30
場コミュニティセンター
費無料
講神谷玲子さん
持飲み物、上履き
問北本市婦人会（小西☎592-3161）
……………………………………………
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特集 ●

現代の宅配便
取次店へ持ち込み　伝票記入（宛先・送り主・品名）

計量　宅配料金支払い（着払可）

営業所へ集め、各地のターミナル別に仕分け

目的地のターミナルへ降ろす

ドライバーが宛先へ届ける

江戸時代の舟運
船問屋へ持ち込み　荷送り状作成（宛先・送り主・品名）

計量　船賃支払い（着払可）

出航まで蔵に保管し、乗せる船ごとに仕分け

目的地の河岸へ降ろす

荷車、馬車で宛先へ届ける

配達日時がはっきりしている！ いつ届くかわからない…

現
代
の
宅
配
便
と

江
戸
時
代
の
舟
運
の
運
用
比
較

は
信
じ
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
川
幅
が
狭
い

場
所
で
は
綱
や
棹
で
川
岸
か
ら
人
が
引

い
た
と
い
い
ま
す
。
江
戸
を
出
る
と
き

は
満
潮
も
利
用
し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　江
戸
か
ら
高
尾
ま
で
、
ど
れ
く
ら
い

の
日
数
が
か
か
っ
た
の
か
大
変
興
味
が

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
は
な
か
な

か
難
し
い
問
題
で
す
。
自
然
条
件
と
荷

物
の
量
、
船
の
大
き
さ
に
よ
っ
て
ば
ら

ば
ら
だ
っ
た
か
ら
で
す
。
あ
る
年
の
記

録
を
拾
う
と
、
最
低
６
日
か
ら
最
高
17

日
ま
で…
そ
の
差
は
何
を
意
味
し
て
い

る
の
か
、
想
像
し
て
み
る
の
も
楽
し
い

と
思
い
ま
す
。
な
お
、
船
の
大
き
さ
は

同
じ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　こ
れ
ほ
ど
賑
わ
っ
た
高
尾
河
岸
は
、

い
つ
頃
ま
で
機
能
し
て
い
た
の
で
し
ょ

う
。
ど
う
し
て
無
く
な
っ
て
し
ま
っ
た

の
で
し
ょ
う
。
明
治
時
代
に
な
る
と
年

貢
米
の
輸
送
と
い
う
舟
運
の
大
役
が
無

く
な
り
ま
す
。
鉄
道
が
で
き
、
道
路
が

整
備
さ
れ
、
自
動
車
が
登
場
し
、
物
と

人
の
流
れ
が
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。
だ

か
ら
と
い
っ
て
す
ぐ
に
高
尾
河
岸
が
無

く
な
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　明
治
40（
１
９
０
７
）年
頃
ま
で
高
尾

河
岸
で
商
売
を
し
て
い
た
新
井
家
に
は

　荒
川
の
船
に
関
し
て
は
、
絵
や
図
は

見
つ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
明
治
８（
１

８
７
５
）年
の
記
録
で
は
、
高
尾
に
は

40
石
積
の
船
が
４
艘
、
20
石
積
の
船
が

１
艘
あ
り
ま
す
。
40
石
積
み
と
は
米
１

０
０
俵
積
め
る
大
き
さ
で
す
。

　船
は
、
水
量
が
少
な
く
て
は
航
行
で

き
ま
せ
ん
が
、多
す
ぎ
て
も
危
険
で
す
。

江
戸
に
向
か
っ
て
下
る
の
は
水
量
次
第

で
す
が
、
ど
う
や
っ
て
高
尾
へ
遡
っ
て

来
た
の
で
し
ょ
う
。
風
や
満
ち
潮
を

待
っ
て
船
出
し
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
風

が
あ
る
と
き
は
帆
を
上
げ
て
、
帆
を
降

ろ
し
た
ら
船
頭
や
水
主（
か
こ
）が
艪
や

棹
で
操
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
に
わ
か
に

高尾河岸と舟運

明
治
25（
１
８
９
２
）年
の『
萬
覚
帳
』

（
よ
ろ
ず
お
ぼ
え
ち
ょ
う
）が
残
っ
て
い

ま
す
。ま
だ
複
数
の
船
頭
が
い
た
こ
と
、

船
が
最
後
ま
で
運
ん
だ
の
は「
腸
樽
」

（
わ
た
だ
る
）だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。
腸
樽
と
は
魚
の
内
臓
を
樽
詰
め
に

し
た
も
の
で
、
麦
畑
な
ど
へ
ま
く
肥
料

で
し
た
。
田
島
家
に
は
明
治
23（
１
８

９
０
）年
の
船
税
の
領
収
書
が
残
っ
て

い
ま
す
。こ
れ
ら
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、

高
尾
河
岸
は
明
治
時
代
中
期
頃
ま
で
は

確
実
に
機
能
し
て
い
ま
し
た
。

　舟
運
の
シ
ス
テ
ム
は
、
宅
配
便
と
と

て
も
よ
く
似
て
い
ま
す
。
昔
の
人
々
の

知
恵
の
上
に
、
今
の
便
利
な
生
活
が
あ

る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
よ
う
な

こ
と
を
考
え
た
り
、
確
か
め
た
り
し
な

が
ら
、
復
元
図
を
手
に
散
策
を
楽
し
ん

で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

高
尾
の
舟
運
を
探
る

舟運関係の帳簿（田島和生家蔵）

旧船問屋 田島家
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